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アノイリナーゼ菌保菌者の臨床的所見並びに
同菌に対する腸内菌の拾抗性に就.いて
千葉大学医学部衛生学教室(主任谷川教授〉
長谷川操佑 
SOSUKE HASEGAWA 
昭和 31年2月 3日受付
第 1章緒 論 
脚気はピグミン B1(V. B1) 欠乏症であると云う事については今日殆んど異論のないところ
である。而して脚気は食餌の V.Bl欠乏のほか，身体の V.'B，需要量の増加，叉は腸内での 
V. BJの分解及び吸収の障碍などによって起ると考えられるO 
W. stepp (1936)の提唱に従えば，脚気には原発性 V.BJ欠之症と続発性 V.Bl欠乏症，
あるいはその両者の混合型もあると云う事になるO 叉脚気の主因は V.B1の欠之で， そのほ
かに誘因として種々の因子が加わる事により発病するとも言われるO
近時ピタミン製剤製法の発達及び普及は，重症 V.B 欠乏症を激減させ，重症衝心型脚気患1
者は勿論，定型的患者等は殆んど見られなくなったが，然し依然として軽症叉は中等症脚気患
者があとを絶たないばかりでなく， 近時 V.Bl製剤投与のみによって治癒し難き慢性の脚気マ
患者が増加の傾向にあるO 更に我々が予防医学的に一層憂慮すべき現象は，本人も勿論自覚せ
ず臨床的にも発見し難い潜在性 V.B，欠之の存在であるO この潜在性 V.B，欠之こそ最も
関心を持つべき重大な栄養問題であるO 即ち顕在性の V.BJ欠乏症は明らかな徴候を示し，
直ぐに注意を換起し，之に対する処置が構ぜられるが，潜在性のものは長期間気付かれないた
め遂に不治の機能障碍を起すに至るもので，而もその閲多少の差はあれ絶えず身体に影響を及
ぼしているものであるO 従って現時公衆衛生的立場より重要なものはこの潜在性 V.B，欠之
であると云う事が出来よう。
たまたま V.Blを強力に分解せる新酵素のある事が発見されアノイリナ{ゼ (An)と命名
された。次いで Anは糞便中にも証明され，叉 An菌によって産生される事も判った。市し
て Anが腸管内で V. BIを分解し， V. B1欠乏症を惹起し易き事が発見され，糞便水浸液中
に An作用を有するものを An病と命名された。 
An菌保菌者が脚気を惹起し易いと云う事は，衛生学並びに臨床医学上極めて注目すべき事
柄であるO 糞便 An症に起因して起る V.B1欠乏症は腸管性脚気 (EnterogenousBeriberi) 
と呼称されたO その後諸学者によって糞便 An症並びに腸管性脚気について種々検索が行わ
れたが，向細菌学的，臨床的検索がつきたわけではない。
教室に於ては従来松村教授其の他により，所謂脚気菌と脚気に就いて攻究された関係から，
脚気に関連のある細菌学説については関心が深いわけであるO そこで先に教室に於ても市‘川
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.は， V. B 欠乏病を起し易い鳩について白米飼育を行なって糞便 An作用を検討すると共に，1
腸内菌叢との関係を観察した。
更に著者は谷川教授の指導の許に，脚気の素因と， An保菌者の臨床的症状と経過との関
係，及び An菌の細菌学的性状並びに各種腸内菌との拾抗性に就いて検索し， ~卯か興味ある
知見を得たので報告する次第であるO
第 2章支 献
藤田(1941)等が日常食品の V.B1含有量を測定 
中，貝類，殊にハマグリ，アサリ，シジミ，等の中 
に V.B1 が証明きれないばかりでなく， 添加した
V. B1をも破壊する事を発見した。その他，エピ，
カニ，及びワラビ，等にも V.B1を分解する物質
の存在する事を創めて報告した。
次いで藤田，松川(1942)，土肥(1942)，藤田，
沼田(1944)は本物質は酵素である事を確めてアノ
イリナ{ゼ (An)と命名した。 
同じ頃米国でも Krampitz，woodlly，(1944)が
同様な酵素が淡水魚中に存する事を発見した。即ち
Green(1936)等が養狐場で， キツネの聞に不明の
急性疾患のある事を究明中，その飼料の中に生魚が
10%以上含まれているときに起り，症状は痘撃性麻
痔で，人間の Wermicke症候群に似た症状を示し，
V. B1欠乏であった事が判った。その生魚の中に
V. B1を不活化するものがある事が明らかになつ
た (Green1941) (Woodlly 1943)。次し、でその本
体が酵素である事を明らかにしたのは Schalock
(1943)であった。
その頃新潟大学の張(1947)が全く偶然の機会に
を発見しこれを糞Anめて強力な1]人糞便中より倉
便 Anと命名した。更に叉松川，三沢(1949)等が
種々の腸内細菌より Anを産生する物質を追求中，
たまたま大腸内に入れた V.B1 の吸収試験中， 慢
性使税症患者の糞便中より Anが証明され，その糞
便より新ら Lい Anを産生する一種の絢菌を分離す
る事に成功した。
これは V.B 綜合委員会に依って， Baci1lus 
気性菌と異った嫌気性 An菌を発見分離し，とれは
Clostridium aneurinoliticus Kimura e't Liao 
(B. K. L.)と同様命名された。 B.M.M.の An性
状に就ては張 (1947)が， B. K. A.，B. K. L.に 
就ては木村 (1951)，(1 952)が夫々細菌学的に異な
る菌である事を証明しその An作用は細菌 Pho-
sphorylaseによるものでないとした。
叉村田(1952)は， B. M.M.は加水分解により， 
B. K. A.は塩基置換反応による V.B1 分解であ
って，その作用は生化学的にも異なるものである事
を明らかにした。
叉松川(1951)は， B. M. M.を腸管内に有する 
ものを An保菌者と呼び，その糞便水浸出液に An
作用のあるものを An症と呼称する事を定義した。 
其の後松Jf!，藤宮，村田，三沢，沢田，高頭，浜
田，市川等の諸論文を検討するに， An菌は人間の 
みならず，広く生物界に分布される一種の腐敗樗菌 
であり，殊に動物に於ける保菌状態は，回腸より下
部，直腸部に多く保菌されるとしてしる。
人間に於ける保菌率は，浜田が神戸に於て 12.49ふ 
高頭(新潟〉が 11.8%，村田(大阪〉が7.0%，沢
田，渡辺。七九州〉が3.1%，木村，青山(京都〉が 
8.4%，沢田，一番ケ瀬(福岡〕が 7.1%と報告して
いる。更に村田は冬季に於て 5.6%，夏季に 18.6%
と夏季に増加すると報告してしる。
叉高頭 (1952)は An症及び An菌保菌者は腸内
腐敗の著しい事を指摘し，浜田(1953)は更にその
腸内菌叢分布は，健康者と異って腐敗細菌の分布が
多く，特に緑膿菌様若しくは蛍光菌様の細菌の存在
を屡々認めたと云ってし、る。而して之に乳酸菌製 
thiaminolyticus Matsukawa e't Misawa (B. 剤，就中ピオフェルミシを連続投与するとき，腸内 
M. M.)と命名された。その後京都大学の木村，青
山(1951)によって B.M. M.とは細菌免疫学的
並びに生物学的に，全然相異した，而も同じく強力
な An作用のある新細菌を発見分離し同様 V.B 
綜合委員会に依って Baci1usaneuriticus Kimu・
ra e't Aoyame (B. K. A.)と命名された。次い
で更に木村，摩，青山(1952)によって，従来の好
腐敗度は減少し，遂には健康者のそれと同じにな
菌保菌率を甚だしく減少せしめ，遂には全Anり， 
く駆逐し乳酸菌製剤の投与を中止すると腸内腐敗
度は増大し，約 1カ月後に再び An菌 (B.M. M.) 
を証明したと報告してしる。 
叉市川(1955)は人と鳩との腸管内に於ける An
菌保菌率はほ Y同率であり，その腸内菌叢特に大腸
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菌に就いては，熊糖分解性大腸菌と震糖非分解性大 雨して得たる上澄液に就て V.B1分解能を測定し
腸菌との比率は，An作用を呈ぜる鳩群に於ては， た。
蕪糖分解性大腸菌が圧倒的高率を示し，叉人為的に 測定方法は従来の藤田のチオグロ{ム法は繁雑で
腸内菌叢動態を~化せしめて置くと，康糖分解性大 あるので，米国で D.J. Hennessy等が発表し，西
腸菌の優位に置く時はその 50%の多きに An菌 尾，藤田等によρて改良せられた“バ{ムチ Yトに 
(B.M.M.)を証明したと報告してしる。 よる V.81測定法"~こよって測定した(第 2. 3表〉。
即ち An保菌動物は正常より V.B1欠乏状態に
擢患させ易く，且つ An症は血液，尿，糞便中の V. 第 2表 An作用検出方法
B1量が低下してし、る。併し一般に保菌者は何等の 第工法|第 E 法
第 3章人糞便 An菌保菌者の頻度に就て 1N Hcl 1 
症状を呈しなくとも，An症に擢患せるものが時に
何等かの因子が加わるとき， V. B1欠乏症を現わす
ものである。即ち腸管内脚気は，An保菌者が腸管
内に於て摂取 V. B1 と腸内合成 V. 81 とが An
酵素と何等かの因子が加わる事により V.81分解
が促進され，更に何等かの脚気発症因子が加わる事
試験管
検液 
1/10N グエy
酸チトラート 
1r/cc V.81液
水 
2.0 
b 
1.0 
2.0 
1.0 
c 
1.0 
2.0 
1.0 
d 
1.0 
2.0 
1.0 
e 
1.0 
2.0 
1.0 
一 
f 
1.0 
2.0 
一 
1.0 
1 
により脚気が起るものであろうとしている。	 37
0C 2時間 
著者は下記増殖法により An菌保菌者の頻度を検
ベ，年間に於ける推移，脚気様症状，及び腸管内寄
生虫との関係を検べてみた。
第 1節実験材料及び実験方法
実験材料は千葉県成田市成田赤十字病院の外来及
び入院患者の中より，主として循環器系及び消化器
系に異常を訴える者より，可及的新鮮且つ無菌的に
採便して検査した。而して該患者の脚気様症状の有
無に就いて臨床的に、精査し，脚気様症状の呈するも
のと呈せざるものとに分類し，年間に於ける An菌
保菌率を検ベた。 
An菌保菌者の検査には張，藤宮の増殖法を用い
た。即ち始め人糞便小豆大を新鮮なる割箸にて取
分	800C 20プイヨシ培地に植えて良く間持し， り，
霊湯煎にて加熱処置し後 370C瞬卵器にて 3--5---
7日(普通 48時間以上〉培養し，その上澄液を用い
て検査した。この時上澄液に細菌々体があると， V. 
B1に対して Ph，ospholylaseを起すので，市川の如
く7000廻転以上 10分以上高速遠心沈澱器を用いて
菌浮灘を可及的最少限度とする様試みた(第 1表〉。
第 1表 糞便より An酵素検定液作製法
糞便小豆大
プイヨユ/培地(新鮮可及的速やかによく撹持混和〉 
800C ↓20分霊湯煎(加温処置〉 
370C 騨卵器 (3--7日〉培養 
70崎転附(高速遠心沈殿処置〉
上澄液 V.81 分解能測定
0.25 
5.。 
0.25 
1.0ー :1液1γ jCCV. B1
1 7'" 6.0 
900C 	15分間 
p. H 4.5---5.0穐E 
6%タカヂア 1o I1.0 I1.0 
スターゼ、 370C 4時間
定| 藤田氏チオクローム法 
j盲町長!添加|盲験!品l添加
第 3表 Permutitを使用する 
Thiochrom法
第 2表に示された a(盲)， b (主)， c (添〉の夫
々につき p. H補E後に 
A B C 
①ノペチヅト吸簡に吸着+せる 
② 	熱水洗に依って盲蛍光物質を洗い流す
(熱水 20cc宛 3回〕 
③	 V B;を特異的止溶出する l
(熱を 25%Kcl N /10 Hcl 15.cc用う〉 
③ 	V.81を酸化して Thiochromとす
(附 Fe凶液 0.1cc 30% NaoH液 3.0cc振壷 
⑤ プタノーノ1.-10ccにてチオクローム浸出
(強振(1 .5~2~0 分〉 
⑥ プタイー ノLを摂?出しさ硝tfて脱水 
⑦ 5，0ccを比色用無色蛍光試験管にとる
③紫外燥にて蛍光止色測定す本 
  
(Fluorimeterによる〉

-14ー 千 葉 医い学 会 来住
誌 第 32巻
最後に子オグロームを浸出させたプタノーjL，を， 
Fluorimeterを用いて測定した。即ち市川の如く
予め既知の V. 81を測定し，一定のグラフを作り，
これを基準として V.81分解度を測定した(第4
表〉。 
第 4表 Fluorimeter用グラフ 
standad2.0γ=70/70 
戸戸~
<:1:-:ミとコ吋ミfミf
。 ・ 叶 旬 、 可
.04  。 ・  ω 1
『 
第 5表 月別 An菌保菌率及び脚気様症，
非脚気様症の An菌保菌率
An 百総 脚 IAn 百
丸菌菌 菌 分Yノ3-
陽
分例
陽主陽 
  
数性 
 性率
昭2官自月if. 
状性 率率
。 !1;。18 6 1 12 18.3 
3月 89 27 62 416.5 
41 6118.2 
 6.633
94 1011
4月 
31 318130.8 
 9.757 11119.1 26 

6月
 
5月 
6123.1 25 3112.0
51 9117.6 26 

1 16 
 6.320
36
7月 315.O0;J 

8月
 41 7117. 25 5120. 16 2112.5 
9月 25 3112. 13 3123.1 12 。。
 
10月. 69 12 17.4 31 8125.8 38 4110.5 
11月 2118.2 25 3112.0
36 5113.8 11 

4116.0258.3 1 
37 5113.6 12 

昭12ASP年月 
1 21 
 4.85
26 

51 61 
 8.23125.
73 8110.
2月 
1 25 
 4.01112. 
6. 21 33
3月 
平均同85i ハ 吋  ハ リ噌ム 噌q δ  qL - h d  Fhiu q o  n o  o  QdE l -U 向 S型 V.B1を総て F型 V.81とするため，毎
常新鮮なる 6%タカヂアスターゼ液を，被検液 10cc 
に対して 2ccの割に加えて 450C1時間重湯煎にて
加熱振還する方法を用いた。叉標準 V.81水溶液 
2γ jccの1.0ccを 370C2時間にて完全に分解し得
るものを陽性として求めた。得たるプイヨシより更
に第 3表の如く An菌を分離した。而して得たる 
An菌をプイヨシ培地に植え，保存し爾後の実験に
事 使用した。
第 2節実験成績 
685例についての月別 An菌保有率は第5表の知
くである。
向脚気様症状の有無の分類方法に就いては，近時
定型的脚気患者は極めて少く，且つ単独の疾患でな
き場合が多いため，臨床的に一般に云われている通
り「脚気症候群とは特異な多発性神経炎と特異なる
心臓血管症状と浮腫等の拠織障碍をその主なる内容
とするものであるJとの基準に基き，下肢の重感，
倦怠，知覚異常，膝関節の弛緩感，膝臨反射の充進
叉は消失，第E肺動脈音の充進，全身の異和，頭痛，
心惇充進(特に運動時の)，心高部膨J高，食息不振，
排骨前面の浮腫，俳腸筋の圧痛，呼吸頻数等の症候
群を参照にして分類した。
叉 An菌保菌の糞便の性状及び腸内寄生虫卵と
の関係を見ると第 6.7表の知くで、ある。
第 6表 An菌保菌者と糞便性状との関係
種 類 例数|百分率引晶晶!百分率% 
68.2 50 I 10.7 

便松症便| 167 24.4 36 21.5 

下痢及軟便| 42 6.1 4 9.5 

正常糞便 i
第 7表 An菌保菌者と寄生虫卵保有
との関係 
|例数|古倍以諜轟両分率%
24 
 18.2
pzlm19.3 
虫回虫卵陰ー 553 
 11.9
80.7 
 66 

34 
 21.9 

陰性 
  
22.6
155 

10.6
56
77.4
530 

12 
 20.0 

線虫卵陰 625 

8.8 

91.
2 12.5 
0.9 。 。

78 
鞭虫卵 I陽性 
陰性 99.1 
 13.2
90 

18.0 28 
 37.8
平岡「 10.2
混在陰 611 82.0 62 
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第 3節小 括
先輩諸学者が，各地在住者に就いて検索した An
菌保菌者の成績は大約 10%内外となってしる。著
者は内科臨床的に脚気の疑われるもの 685例に就い
て検索した結果，
1) An菌保菌者の検出率は梢高率を示したが，
期待した如き高率は示さ寸なかった。
2) 月別保菌者の比率は著明な斐動はなかった
が，夏季に於て梢増加の傾向にあった。 
3) 脚気様症状を呈するものと，呈せざるものと
の An菌保菌率は前者に於てより高率を示したが，
夏季になるに従い保菌者より脚気様症状を呈するも
の多く現われた。 
4) An菌保菌者と糞便の性状との関係は，便秘
性糞便に保菌し易<，下痢性糞便(軟便をも含む〉
には比較的低率を示した。向E常糞イ更にては 10.7%
であった。叉比較的恵臭の強い糞便に多く検出され
る様に恩われた。 
5) 腸内寄生虫卵との関係を見るに，保菌者は鈎
虫卵保有者に多く，畑虫卵，東洋毛様線虫卵保有者
之に次ぎ，鞭虫卵保有者よりは例数少きため検出さ
れなかった。叉二撞類以上の混在する保卵者よりは
最も高き検出率を示した。 
6) 命入院中化学療法を施行した結核患者 25例
に就いて， An菌を検索したが何れも証明出来なか
った。
第 4章 人嚢{買中より分離した V.Bl 
分解菌に就いて 
An菌保菌者検索中 685例中 90例の An保菌者
を得た。その材業トから前記した如く浜田(1953)に
よる“An菌の新分離術式"(第 8表〉を用いる事
により毎常殆んど正確に v.B1分解菌を分離する
第 8表 An菌の新分離術式
 
C浜田氏，B.M、M.撰択培地〉

糞便

普通プイヨンに浮説 
↓ 1白金耳をプイヨシ寒天 
3日間 370C培養一→斜面に塗沫v.B1分解菌 
↓ 以外の雑菌を分離
普通プイヨシに繰り ↓ 
返えし移植して増菌雑菌を比較的多量の普通
を続ける プイヨシに約 1週間培養 
JB1分解菌分離用 土旦減菌後積過，反応修
培地に塗沫 正寒天 5%を加えて An 
↓ 菌分離用培地に誤整

純分離
 
An作用検定
事を得た。 これ等は総てプイヨシ培養上澄液1.0CC 
につき 2γ jCCV. B1を370C2時間で殆んど完全に
分解するものである。この得たる保菌者の中より，
臨床的に明らかに脚気と見られるもの 15例を撰び，
その糞便より分離せる 15菌株の v.B1分解菌に就 
て(第 9表〉分与され保存されている慨知の v.B1 
分解菌 B. M. M.及び B.K. A.を対称として細 
菌学的免疫学的検討を加えてみた。
第 9表 実験 An菌株
菌分離患者 菌株番号 v.B1後解率
小O ふO Nr. 3 。/7 
京O 市O Nr.13 。
0
寺O はO 。
170
Nr.25 /70
渡O 絹O Nr.26 
三O 佳O Nr.31 
加O 千O Nr.40 /70。 
繁O 辰O Nr.42 
西O なO 。Nr.53 /70 
/J'O 竹O Nr.58 。/70
佐O つO Nr.63 。/7 
山O りO Nr.68 /'10。
0
Nr.75 /70
松O 和O 。 
佐O みO 。 
Nr.79 /70
岩O 千O 。Nr.80 /70
花。 治 Nr.85 /70。 
第 1節形態学的並びに生物学的性状 

実験方法は記述を省略した。

1) 形態総て惇菌にして単在性，時に 2--3個 
連続する事がある。屑在性の芽胆を有L)幼若形は
梓状を呈し，漸次発育して卵円形の芽胞となる。発
育過程に於て梓状の一端より漸次膨れて一時ラケ y
ト状を呈す。 B.K. A.は菌体太く芽胞は中心性叉
は和、端j在性である。 
2) 染色性 グラム染色に於て幼若菌は陽性にし
て陳!日菌は陰性である。 
3) 鞭毛及び運動性鞭毛は周在性にして運動は
活溌である。 
4) 寒天斜面培養所見 白色不透明な表面組雑な
搬壁を作る。梢丸く周囲に撤壁が殊に多し、。培地に
固着し掻き取り難く，無理に掻き取ろうとすると培
地をも剥離する事・多し。B.K. A.は鍛壁なく培地
と固着せぬため明らかに区別される。 
5) プイヨン培地培養所見 12時間後頃より菌
膜を作り，約 48時間以後に於て強靭な菌膜を作る。
振塗すると菌膜は一枚の膜となり，液中を浮漉して
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管底に沈む。培養液は透明にし℃時に精軽度の潤濁
を生ずるものもあった。 、
叉管底には時に軽度の沈澱を生ずるものもあっ
た。 B.K. A.は菌膜を作らず且つ培地を強く溜潤
し管底に沈澱を生ずるため明らかに区別し得る。
6) 血液寒天培養所見総て溶血環を認め，培地
に固着する。 B.K. A.は固着しない。
7) 食水茨素分解所見 B.M.M.と殆んど同一
の性状を示したが， 2. 3の相異はあった。B.K. A 
とは明らかに相具した。(第 10.11表参照〉
第 2節免疫学的性状
先に形態学的並に生物学的性状の検べたものよ
及M. M.菌株を撰んで免疫学的にB.6次の り，
びB.K. A.とについて異同を検べてみた。
第 1項実験方法
成熟家兎 10羽(体重 2000_.，3000gのを用いて菌
株 Nr13，Nr 31，Nr 40，Nr 68，Nr.80，N.85，及
びB.M. M.，B. K. A.について家兎免疫血、清を
下記の如く操作し作製して，夫々に就いて凝集反応
を試みた。 B.M. M.，B. K.A. ~こ就いては各々 2
羽宛免疫血清を作製して個体差をも併せて検べた。
菌株は非常に固く培地に固着し剥離し難く，均等浮
活字液となり難いので，次の方法を用いた。先ず浜田
のAn菌の新分離術式により純分離せる菌株を普通
寒天平板培地に塗布し， 370C 鱗卵器にて 3---4日
培養後，菌苔を白金耳にて軽く掻き取り，被菌乳鉢
にて減菌せる硝子粉と共によく磨砕して，適当の無 
菌生理的食塩水を加えた後 2000廻転遠心沈澱器に
て約 15分沈澱させ， 上澄液を一定の濃度として抗 
原として用いた。 j園南度により標準液と比色定量し
て， 菌量を約 1cc 1mgとした。之を抗原として
次の如く抗体を得た。 
1 (第 1日〉菌浮群液 1.0cc皮下 
II(第 4日〉 H 1.0 静脈内 
m(第 7日〉 H 1.0 静脈内 
IV(第 10日〉 H 1.0 静脈内 
v (第 13日〉 H 1.0 静脈内 
VI(第 16日〉 1 1.0 静脈内 
VJI(第 19日〉 1 1.0 静脈内
咽(第 21日〕 H '1.0 静脈内
第 28日採血
之と免疫前の援集価(偶在抗体〉と比較測定して
第 12表の如き結果を得たο 叉先に性状を決定した
残りの 9菌株及び其の他の菌株について凝集反応を
第 10表 形態並びに生物学的性状
運 寒天斜面(プイヨシ培地溶カ硝ガ澱ぎフ牛 fJ硫平 Y
タ駿ス粉 手Lド化 R P 
形 態
色固菌潤 V.B1 血ラ塩 加チ l 反反動芽 長生荊 鞭胞H 'i) I 1 還産水液~ ~1 ;1-水
胞 毛 ，]生 調着膜潤解 l性ゼ元生解化固産生素 ~~九
Nr. 3 
Nr.13 
Nr.25 
Nr.26 
Nr. 31 
Nr.40 
Nr.42 
Nr.53 
Nr.58 
Nr.63 
Nr.68 
Nr.75 
Nr.79 
Nr.80 
Nr.85 
H 
11 
H 
H 
伊 
H 
H 
11 
H 
11 
11 
H 
H 
H 
B M M l
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1 1 
H H 
H H 
1 1 
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H 11 
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11 11 
11 H 
H H 
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， Nr.26， 
菌株であった。此
Nr.25
Nr.75
， 19
20
，
Nr.70， 
Nr.
，の計
Nr.13
Nr.68， 
Nr.3
85
，
Nr. 79
すものは，
Nr.27
，Nr. 
2) 
7Nr.，Nr.6， ， 
90Nr.， 
対称の B.M.M.と殆んど同様の頭集価を示
， 
検べてみた。
第 2項実験成績
13，
Nr.
表の如くである。
前血清(偶在性抗体〉に於ても家兎番号
12援集反応の成績は第 
Nr. 5Nr. 7， ，はかなり高い凝集価を示したが，
1) 
の内全く同ーの価を示したもの 9菌株であり，説集，
一般にかなり特異的に擬集価が上昇していた。 価に於て柏低いも.の 11菌株で、あった。 
¥ ik
13 

炭素¥¥一 
3
合ス¥株一¥菌一一 
メ主、 J:;.第 11表 己 水 茨 素 ノJ 解
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12第 表 家兎免疫前及び免疫後の凝集素価 
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、一
 第 13表諜
素集
イ面
JF清~番号 
Nr. 3 1600 
Nr23111Nr3 40 
3200 1600 
4 
_.・ーー・------ーー， 
Nr.68 
800 
5:J 
Nr.80 
800 
6 
Nr.85 
1600 
7 
B.K.A. 
100 
8 
B.K.A. 
100 
B.M.M.iB.M.M. 
800 3200 
Nr.25 3200 3200 1600 800 1600 3200 50 100 1600 3200 
Nr.26 1600 3200 800 400 800 1600 50 50 800 1600 
Nr.42 1600 1600 1600 400 800 1600 100 100 800 1600 
Nr.53 3200 3200 1600 800 800 1600 100 100 1600 3200 
Nr.58 800 800 800 400 800 800 100 100 400 800 
Nr.63 1600 1600 1600 400 400 400 50 50 800 1600 
Nr.75 1600 3200 800 400 800 3200 100 100 800 3200 
Nr.79 1600 1600 800 400 800 1600 50 100 800 1600 
Nr. 2 800 800 800 200 200 400 50 50 400 800 
Nr. 19 1600 1600 800 200 400 1600 50 100 1600 3200 
Nr.27 1600 1600 800 400 800 800 100 100 800 1600 
Nr. .36 1600 3200 1600 400 800 1600 100 100 800 1600 
Nr.45 400 400 400 200 400 800 50 50 400 800 
Nr.59 400 400 400 400 400 400 50 50 400 400 
Nr.66 1600 1600 1600 400 800. 1600 50 50 800 1600 
Nr.70 1600 3200 1600 800 800 3200 100 100 800 3200 
Nr.77 800 1600 400 200 400 800 50 50 800 1600 
Nr.90 1600 1600 1600 400 800 3200 50 100 1600 3200 
3) 対称のB.M. M.免疫血清始め， 凡ての血
清に対して， 凝集価の相当低い価を示した Nr.2， 
Nr，45，Nr.58， Nr.80，の 4菌株は其の後，プイ
ヨy上澄液にて V.B1分解率を精査した結果， 漸
次被過して遂に零となっていた。 Nr.59，は全然別
個の菌株が混在していた事を知った。
のB.K.A.とは免疫学的に全く別の菌株であ
る事を確めた。
第 3節小 括
著者が人糞便より分離した 90菌株の内，特に脚
気様症状顕著なものより得たる 15菌株に就いて， 
形態並びに生物学的性状を検するに，殆んどB.M. 
M.と同一性状を示し， 25株について免疫学的性状 
を検するに， 20株は B.M. M.と相同と認められ
た。擬集素価の低かった 5菌株はB.M. M.の憂
性菌乃至類似菌株と思われた。 B.K. A.株は著者
の菌株とは全然別の性状を示した。
第 5章 An薗保菌者の臨床的所見 
第 1節実験方法
著者が人糞便より得たる 90菌株の An菌に就い
てその性状を検ベた。次いでその 90菌株の保菌者
に就いて臨床的所見より検討を加えてみた。即ち採
便の始めより何等かの臨床像の呈?る患者より，殊
0こ何等かの閥!気症候群に適応せる者より採便し，更 
にそれに臨床的検討を加えた。脚気症候群の判定は
一般診断学の慣例によって行った。前脚気症状等に
関して第 3章に記述した。血圧測定はリパロツチ氏
血圧計を，糞便潜血反応はペンチヂン法を，虫卵検
査には浮説法を夫々用ひた。
第 2節実験成績
結果は第 14表の如くである。全例について表記
したが一部のみ抄記する事とした。向脚気様症状と
An菌検出率については第 5表に示した。
第 3節小 括l 
1) An菌保菌者の検索の対称が，農村を背影と
している病院であり，且つ腸内寄生虫症の非常に多
い地方であるため， An菌保菌者は，腸内寄生虫
症，即ち胃腸隅早及び貧血を訴える農業を職業とし
ているものに比較的多数見られた。
2) An菌保菌者の疾病との関係は，特に薯るし
い関係は見受けられなかったが，重篤なる胃腸障碍
を訴えるもの，及び賛血の強いもの，殊に鈎虫症の
者で臨床的貧血が高度なる者程 An菌が多く証明さ
れた。叉An菌保菌率は冬期より夏期に梢増加する
減同仰
第 14表 
脚気症候群|酔nl糞便 血 其症 An 氏 年 検 職 主 及 、 王主 既
食全心心呼腿第心心酔昨|さ|潜虫性
思身ま俸吸 E独基E腸凡様疾要便国和リ 往性 の 
反 立'[5川筋
動+面番、 出番 月 症 d患 十膨__，_rH
li;z;射 t;fi;症II令l白|業|訴び候 1名!症号|号|名 状|血卵状| 圧 | 他
山21l!日ー01合|山8jIV1学生!全身倦怠，下穿ij 急性大腸炎 1+廿一十十消充正+一件 
215i22i浮0き01 ♀ 15717 jV 1農|呼吸困難，心惇允進(心臓弁膜症130才肋膜剣十件 -H-++正充拡十件+十一 
2均23i飯O福01合 16319jV 1農|下肢倦怠及疹痛 [神経痛|脚 剣一一一一一正 E 正一土件 
229i241池O豊O! ♀ 141111/V 1農!心寵部痛 |胃 潰 凋慢性胃対一十十++冗允拡+++
叫 25l吉Cは01 ♀ 1291u/V I 農|心高部痛 [急性胃炎龍炎手討件++一一正正正一一一
例町渡O絹01♀|叩2/V I家事|下腹部開感 |胃炎書下垂症|慢性胃炎|件+件 ++lE允正土士十
十 1+致姻下 
+1一便秘!凶~吋 E'K.Gî~1:!J(l 1 .L-rv'-V' 1 の愛化
一|十鈎阻普 1170~90i 
X線透視+1十件蜘グ I 150~861 胃音15潰場 組
間
十 +虫回グ
+虫回鈎// 1120~701(土Oき01 ♀ 136112/V1農 |心惇充進，倦怠 |鈎虫性賛血症 十 東 I.1. ~v'- ， vl 
2391 28i沢O義01合 116116/vl学生!心寵部痛，倦怠 |胃 腸炎 1+-+++元正拡土一十 + +鈴東グ
中予
ゆ〆諜
I If¥，_J;b-f¥ 
支2471'30 1土O次01合 135123/V1会社員|心宮:部痛 |胃 炎十十一土土正正拡一一十 十 + ~;"I悪臭
I')Q IrH.nn1AO 1 ')(¥'..T 1 _!'¥!1. 1__ !l'E;，i=胃腸炎乗叫 291鈴Oこ01 ♀ 149120/V I 農|噌蝶，腹痛 (鈎虫性貧血症同 ~I 十 +十// I 120~661気+一件++充充拡+++ 
E出251 31 1三O佳01合 143125jV1会社員心惇允進，全身倦怠 l貧 血 症i 気+ト十十一十ト件充充拡十十件 普 I130~741 +十脚
2541 32 1中O和01 ♀ 128125jV 1家事|下腹部痛 l 一、一一一一正 E -鈎阻// 1124~761結核性腹膜炎:i23才肺浸潤1 正一一十 
260i 3 1小O多01合 17412jVI 1農|心高部痛，噌蝶 !胃 炎j畑虫症1土一++土正元正一一+ + +秘
+グ十土土十十十充充拡+++ :1!胃潰窃の疑家事|心寵部痛，噌難123 1 4jVI 1♀01こO大2631 34 1
265i 35 1野O秀01合 132 1 4jVI 1 |胃 十一十一一正正正土一一 :1炎会社員!心宮部痛
130~7011普 +十 十件+件特充充拡一一件 :1農|全身倦怠，下肢疹痛|鈎虫性賛血症126110jVI1♀01うO鵜2741 36 1
281 37 1椎Oた01 ♀ 145113jVII 商|胸部圧痛，倦怠 |肋膜炎後賠症136才肋膜炎1土件一+一正正正一一十 秘 1134~701 血沈促進
281 38 1畑O次01合 131120jVI1 十件+十朴正完拡一一+ト + 精軟1120--68i 会社員|全身倦怠，下腹部圧痛慢性胃腸炎1
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程度であるが， An菌保菌者の脚気症状は夏期に於
て著しく増大した。 
第6章 An薗 (B.M. M.)と腸内細菌 
との掠抗性に就て
腸内細菌叢が諸種の条件により影響せられる事は
先輩諸学者の研究により明らかにされているが，要 
約するに，個体の体質，消化管内の状態，胃腸粘膜
の能力，分秘物， pA，食物の種類，及び消化産物，
食物残澄，季節的関係及び腸管内に於ける細菌相互
の括抗作用と共棲作用との関係に影響されるとして
し、る。殊に最近自然界に於ける微生物相互間の措抗
或は共棲作用の現象が当然腸管内細菌相互間にも存
在する事が予測される。
ここに v.B1欠乏症を惹起し易き An菌に於て
も当然腸管内に於て他種菌叢と拾抗現象を起してい
るものと思考される。
然し細菌の拾抗現象は，細菌の発育，新陳代謝，
周囲の状態，等々種々複雑な条件が加わるが，先づ 
試験管内実験を行ってみた。即ち An菌 (B.M. 
M.)を中心に噌酸揮菌，大腸菌， 腸球菌， 及び酪
酸菌との混合培養を行い，その措抗現象を検べてみ
た。
第 1節実験材料
先に著者が人糞便より分離せる An菌 (Nr.40) 
と本教室に於て保存している曙酸揮菌，大腸菌，腸
球菌，及び当教室に於て発見分離せる酪酸菌(宮入
1935)を「強ミヤリサン」より分離して使用した。
基礎培地としては 2%葡萄糖加肝片プイヨンを用い
た。撰侭培地として 2%葡萄糖加馬鈴薯プイヨユ/，
本間氏噴酸惇菌培地， Xeissler葡萄糖血液寒天培
地，及び浜田氏 B.M. M.撰沢培地を用いた。
1) 基礎培地 (2%葡萄糖加肝片ブイヨン〉
新鮮な豚肝臓 500grを細切し，流水にて洗瀧後
500 ccの蒸溜水を加え， 1000C 1時間浸出し耀過し，
肝汁を作り之を蒸溜水にて稀釈し 1立となしベプト
シ20gr，食塩5gr，を加えて肝片プイヨシを作製す
る。 pH7.2とを試験管内に 9ccづ L分注被菌し置
き，使用前に無菌的に pHを7.2vこ再修正し且つ叉
予め作製減菌して置いた 20%葡萄糖液 1ccを加え 
て正確に 10ccとなるようにした。
2) 2%葡萄糖加馬鈴薯プイヨゾ
新鮮な馬鈴薯 100grを1糎角に細切し， 1立の水
を加へて 1000C 1時間煮沸して 10%のアキスとす
る。これに肉エキス 10gr， ベプトシ 10gr，食塩 3
gr，葡萄糖20gr，寒天 200grを入れ法の知く滅菌 
ヒた後 pH7.2に修正する。
3) Xeissler葡萄糖血液寒天
3%の普通寒天に葡萄糖を 2%の割に加えて葡萄
糖寒天を作る。これに新鮮な山羊の無菌脱繊維素血
液を約 1/5量用時に加え平板とする。
4) 本間氏曙酸樗菌培地
Casein hydrolysate 1.0 cc 
KH2 PO! 0.6 
Amm. Acetate 0.6 
1/2 Leleer ext. 100. cc 
10% Solbitan m <imsoleate 1.0 cc 
gr. Acetie acid 0.2 cc 
Salz A 0.5 cc 
1%栄研 No.2 0.1 cc 
ghucose 2.0 
5) 浜田氏 B.M. M.撰択培地(第8表参照〉
第 2節実験方法
基礎培地使用に際しては，嫌気性菌，好気性菌共
に総て 10分間沸騰浴して充分脱気して急冷後，可 
検菌を接種して流動パラフインを重層して嫌気性培
養とした。叉撰択培地は，柳沢，藤}lvこよって改良
せられた黄燐法による嫌気性培養を行なった。
実施は予め作成して置いた菌培養液より，一定量
を採り，一種類づ L基礎培地に接種培養し， 或は 2
種類づ L同時に接種混合培養を行い，接種時，培養
後 6，12，24，48，72時間毎にその1.0ccを採り，‘ 
適当に対数稀釈して標準ピペットよりその 1滴を撰
択平板培地に滴下し，コ yラーヂ棒にて万遍なく塗
布して， 7日間嫌気培養して菌数を計算した。更に
ピペットの滴下数及び稀釈培数を計算して，基礎培
地1.0cc中の菌数を計算した。実験は可及的同一条 
件の下に 3同行って平均した。同時に東洋櫨紙によ
る pHも併せて検ベた。向 An菌は菌肢を作り易 
いので適時試験管を振歯して撹持し，菌膜の作るの
を予防した。
第 3節実験成績
第 1項 An菌と!署酸樗菌
(第 15.16. 17. 18表〉
An菌は単独培養に於て比較的遅き増進曲線を示
、したが 72時間まで一途に上弄の曲線を辿った。 
培地の pHも他の菌株の培地 pH度よりも酸性に
傾き方が遅く， 48 '_:_72時間に於て pH5.3に安
足した。瞥酸樗菌単独培地に於ては 6_..._.12~24 時と
極めて旺盛な増殖を見， 104.， 1011となった。以後 
pH 4.2となり漸次減少の傾向を示した。瞥酸揮
第 1号 千葉医学会雑誌 -21ー
第 15表 B. M. M.単独培養 
H寺 2 |平均
間 菌 数 [pH 菌 数 IpH 菌数|対数 IpH 
vor 
6 
12 
24 
48 
72 
2.05x 10壬 
1.74x 104 
3.49x 104 
8.57 X 105 
6.01 X 106 
1.63x 107 
7.2 5.03x10壬 7.2 
6.8 8.58x 104 6.4 
6.4 2.05 X 105 6.4 
5.2 6.33x 106 5.0 
5.4 9.74x 106 5.2 
5.4 3:86 x 108 5.2 
9.29x 103 7.2 
4.70x 101 6.6 
6.07 X 10'1 6.4 
4.90x 105 5.4 
6.87 X 106 5.4 
9.52x 107 5.4 
2.67X 104 
5.00x104 
1.00x 105 
2.39x 106 
7.20x 10日 
2;]5x 107 
4.42 7.2 
4.65 6.6 
5.0 6.4 
6.37 5.2 
6.86 5.3 
7.33 5.3 
菌と An菌との混合培養に於ては，殆んど始めから
暗酸岸菌が優勢で， An菌は始め 6時間に僅かに増
殖するも 12時間以後に於て増殖抑制されている。
曙酸揮菌も 12時間以後に於て pH4.4となり， 同
じく減少し互に拾抗現象を示した。
第 2項 An菌と腸球菌(第 19，20表〉
腸球菌も単独培養に於て，曙酸揮菌と同様の増殖
曲線を示したが，噌酸揮菌よりも菌数が少なかっ
た。単独培養及び混合培養培地に於て， pH及び菌
数の経過からみて， An菌は腸球菌の存在によって
影響を受けておらず，その発育に於て拾抗作用を見
なかった。
第 16表 B.M. M. (An菌〕単独培養 
生菌数 
log 
. 、‘ 
5 .四・・ー -ー--ー ーー ・ー ・司・--ー・帽・・ー ーー ーー ・・句.
p.H. 

4 

3 
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第 17表 曙酸樗菌単独培養
時 
間
vor 
6 
12 
24 
48 
72 
2 
菌 数 IpH j菌 数 IpH 
3.52 X 10.1 7.2 2.05 X 101 9.2 
5.02x 107 6.4 1.24x 107 6.6 
7.05xl08 6.0 2.46 X 109 5.8 
4.47x109 4.4 2.03x 109 4.4 
1.72x10'l 4.2 4.96 X 108 4.2 
5.56x 107 4.2 4.81 X 107 4.2 
菌 数[pH
4.60x10号 6.4 
7.62 X 1010 5.8 
2.55x 1011 4.2 
9.53x 109 4.2 
1.20x 108 4.2 
菌数|対数 IpH 
4.20x 10<1 4.60 7.2 
1.64x 10" 8.24 6.5 
2.64x1010 10.42 5.9 
8.70x101O 10.92 4.3 
3.40x 109 9.53 4.2 
7.46 X 107 7.89 4.2 
I啓酸揮菌と島 B.M. M.との混合培養中の嘩酸樗菌
時 1 2 3 平 均
間 菌 数 IpH 菌 数 |pH j 菌 菌 数 l対数 lpH 
vor 7.36 X 1040 7.2 3.56x10壬 7.2 4.25x 10'1 4.63 7.2 
6 2.27 X 106 6.2 9.51 X 107 6.2 3.92X106 6.4 3.37X 107 7.53 6.3 
12 9.82x 107 6.0 3.57x 109 6.0 4.97x108 6.2 1.56x 109 9.19 6.1 
24 1.18x 107 4.4 4.50x1U月 4.4 2.00x 108 4.4 2.29x108 8.36 4.4 
48 1.6Tx 10日 4.4 1.88 X 107 4.4 3.02x 107 7.48 4.4 
72 6.65x 10日 4.4 I1.05 x 107 4.2 7.53xl06 4.4 8.24x 103 3.92 4.3 
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曙酸樗菌と B.M. M.との混合培養中のB:M. M. 
時 
間
1 
菌 数 r pH 数 IpH I菌 
3 
菌 数 IpH 
平 均
菌 数!対数| pH 
vor 
6 
12 
24 
48 
72 
5.96x 105 
1.14x 106 
2.61x106 
4.48 X 106 
1.09 X 105。 
7.2 
6.2 
6.2 
4.4 
4‘4 
4.4 
7.91 X 104 7.2 1.12 x 1伊 I :.~ 
4.13x 105 6.2 7.17X104 6.4 
5.48 X 105 6.0 1.29 X 10i I 6.2 
7.35 X 105 4.4 3.49 X 105 4.4 
2.82x105 4.4 1.62 X 101 4.4 
1.64x103 4.2 。 4.4 
2.28 X 105 
5.42 x 10日 
1.09 X 10(1 
1.85x 10'; 
1.36 X 105 
5.47 X 102 
5.35 7.2 
6.73 6.3 
6.04 6.1 
6.26 4.4 
5.13 4.4 
2.74 4.3 
酪酸菌の単独培養に於て，殆んど An菌と同様の
曲線で増殖するが pHは An菌より強く酸性に傾
いた。 An菌と酪酸菌との混合培養に於て，始め両
菌とも増殖の傾向を見るも 12時間に於て既に pH 
4.4となり， 酪酸菌は An菌に抑制的に作用L， 48 
時間に於て pH4.1となり An菌は強く増殖を抑
制された。 72時間に於ては An菌は証明されなか
n u  
vn v  E - -
第四表 An菌 と瞥酸樗菌 (A)(M) 項 1.第 3 An菌と酪酸菌(第 2 22表〉
った。之に対して略酸菌は明らかに An菌との混合 
~M~lA 培養の影響を受けておらず，唯 48 時間以後 pH 
i:AMz 4.1と酸性に傾いたので以後増殖の傾向を減じ 72時M中 
2 聞も大略同数値を示した。 
項第 4 An菌と大腸菌(第 23.24表〉
噌 
F34Em w
， 大腸菌単独培養に於て 6~12 時間で大腸菌は極めGUV -ワ 白 24 48 72時間
草 ぃ 圃表一 独一 
時間 
ぽ 
32482
vt1247 
1 
一 ↓ 一 回 一  
2
一 数 一
一一一××××××
「才圏一 球一ーー斗||一腸一一凶一口 乙 一 同 一 
  
一 対 一 凶 一
均一一
菌数 P
f
4.09x 104 
3.54x 106 
7.44x 107 
1.04x 107 
2.77x 106 
1.44x10! 
時 
間 菌
1.88X 105vor 
3.50x1066 
5.00x10712 
9.15x10月24 
3.20x 10548 
4.82x 10272 
一数一 一問削伊川が附
平一一刈刈刈刈刈刈
一一一一目一
fi
培一「|一
3
一 数 一  
附 
泊寸由一
一一××××××
7ο260
首一一菌 MUM
mmw1111111Ill-
WW 
十 数 一  
921144
一一けげゆ凶凶品
ffEEt4
一
21754476444
- A
540296
一
2311403154 42 2
lIlli----
ωωuuu
GdnUFDq
中央 
只 
71
一
811090113 21
U
U
ヴ
mwmmωm 
MM
腸球菌とB.M. M.との混合培養中の腸球菌
平 均
数 IpH I菌 数 pH 
2 3 
1 菌 数|対数| pH 
以 
ム 
228644
一一
76444
4.64x 10.1 
1.94x1056.4 I 5.45 x 10ι6.8 
4.4 1.05x 1074.6 7.18X 106 
4.63x1054.44.4 3.48X 106 
1.62x 1034.4 7.02x102 4.2 
3.79X 101 
7.2 
6.6 
4.4 
4.6 
4.4 
4.4 
8.19x10壬 4.91 7.2 
5.09 6.61.21X 105 
7.35 4.52.25x10f 
8.49 4.53.06x 108 
5.03 4.31.07X 105 
4.42.502.13x102 
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腸球菌と B.M. M.との混合培養中の B.M. M. . 

時
 1 2 3 平 均
間 菌 数 pH 菌 数 [pH 菌 数 pHI 菌 数|対数| pH 
3.43x 10長 7.2 4.33x 101. 7.2 1.63 X 104 4.22 7.22.55X 103 7.2vor 
7.79 X 10，1 3.46X 10'1 ._ 2.09 X 10'1 6.8 6.4 6.54.535.19X 103 6.4 

12 

6 
3.72x10壬 4.4 4.4 4.57.69X 103 4.6 1.77X 105 7.42x 104 4.89 
<12.09x 10 4.4 1.69X 105 4.6 8.56x104 4.934.4 6.71 X 101 4.5)24 
48 4.2 4.4 5.711.23x 105 4.4 3.90X 105 1.05x 106 5.22X 105 4.3 
72 4.4 4.4 1.44X 1064.08x 109 4.4 4.40X 105 3.49X 106 6.15 4.4j 
て旺盛な増殖を示し pH5.3となった。 24時間に於 第 20表 An菌 (An)と腸球菌 (F)
及び酪酸菌との試験管内拾抗現象を検べるに，酪酸 
菌と An菌に於ては，酪酸菌は An菌に柏優位の相 vo"r 6 IZ 五'-4- 48 72時間
第 21表 酪酸菌単独培養
時 123 平均
問 l菌数 IpH I菌数[pH I菌数 IpH I菌数|対数 IpH 
I I I I I I I I I前 1.05x106 7.2 1.53x105 7.2 9.52x104 7.2 4.34x145 5.64 7.2 
6 I7.63x106 I6.4 I7.40x105 I6.6 I3.55x105 I6.4 I2.94x106 I 6.47 I 6.5 
12 I3.05 x 107 I6.0 I2.83 X 106 I6.2 I5.07 x 105 I6.0 I1.12 X 107 I 7.65 I 6.1 
24 I1.12x108 I4.4 I8.67x106，I4.6 I3.04x107 I4.4 I5.18x107 I 7.70 I 4.5 
48 I1.63 x 108 I4.4 I6.00 x 10月 I4.4 I2.77 x 107 I4.4 I2.63x 10月 I 8.42 I 4.4 
72 I2.15 x 107 I4.4 I3.56 x 107 I4.4 I8.28 x 106 I4.4 I2.21 xl07 I 7.34 I 4.4 
酪酸菌と B.M. M.混合培養中の略酸菌
時 
間
1 
菌 数 IpH 
2 
菌 数 1 pH 
3 
菌 数 IpH 
平 均
菌 数|対数! pH 
目U 
6 
12 
24 
48 
72 
1.56 X 105 
1.60x 105 
1.92 X 10s 
1.68x 107 
4.20x 107 
2.48x 107 
7.2 
6.4 
4.4 
4.2 
4.0 
4.0 
9.56x 104 
4.07x 10'{ 
1.07 X 105 
8.42 X 105 
4.86x 106 
1.80x 106 
. 7.2 1.02 X 105 5.61 7.2 
6.6 I 1.87 x 10'{ 6.4 ， 7.33x10壬 4.87 6.5 
4.4 7.72x10t 4.4 7.01 X 105 5.83 4.4 
4.4 3.58Xl05 4.4 6.02x 106 6.78 4.3 
4.0 9.97 X 106 4.2 I 1.89 x 107 7.28 4.1 
4.0 ~:~~; ~~6 I~:~ j'~:;;; ~;7 7.07 4.0 
、
、后会与
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酪酸菌とB.M. M.混合培養中の B.M. M. 
平 均
菌数|対数 I pH 
7.2 
6.4 
4.4 
4.4 
4.2 
6.34x 10.1 
1.45x 105 
1.91 X105 
1.43x 105 
7.2 
6.5 
4.4 
4.3 
7.2 
6.6 
4.4 
4.4 
3.06X 104 
7.90x104 
1.63x105 
2.24x 105 
1.56X10'1 
4.82 
5.16 
5.28 
5.15 
1 
菌数 I p~I 菌 
L12482 
時間 
与 印  
61247
7.18X1031.52X105 7.21 
2.46x 10.13.32x1伊! 6.4 
3.05X 10.12.75X 105 4.4 
1.80X 105 I 4.2 2.62x 10'1 
6.14x 104 4.78 4.14.0 
16:;::l;;|10:::: 4.0 Ox10 Ox10 0 4.04.0 
菌は An菌増殖に支障を示さなかった。 3 
2 
O'Vo正'6l2 
第 23表 大腸菌単独培養 
時 1 2 3 平均
間 菌 数 PHl菌数 |PHl商数 IpH I菌 数|対数 |pH
7.2 
5.6 
5.2 
4.6 
4.4 
4.4 
1.61X 104 I7.2 I5.50 x 10'1 
1.57X 105 I5.6 I1.82 x 106 
3.07X 101 1 4.6 1 4.16 xl01 
1.60X 1010 1 4.4 1 1.54 x 101 
1.05X 109 I 4.4 1.07 x 109 
4.74 
6.26 
11.77 
11.62 
10.19 
9.03 
3.2 
5.7 
5.3 
4.7 
4.5 
4.4 
vor 1.53X 105 7.2 1.32X1041 
1.75x 100 
4
‘ 
ワ 臼
2J
i247 
QU
1.36X 1010 4.6 3.10x 1010 
1.52X 109 4.4 1.58x 1010 1 
5.8 3.57x 10G 
1.50X 101 i 5.4 2.54x 101
{唱
ワ 臼  
8.11 X 1012 4.8 4.08x 1012 
大腸菌と B.M. M.との混合培養中の大腸菌
時 1 3 
間 菌 数 数 IpH )菌 数 pH 菌数!対数. pH 
vor 
6 
12 
24 
48 
72 
1.46X 103 7.2 
1.40x 105 5.6 
6.04x 108 5.2 
7.66x 107 4.6 
5.82x104 4.4。 4.4 
2.08X 10.1 
4.08x 106 
4.55x1010 
1.51X 101 
1.99X 107 
5.73x104 
7.2 
5.6 
5.0 
4.6 
4.4 
4.4 
4.08x 10.1 
9.57x 10円 
4.59x 109 
4.04x 109 
1.43x 100 
2.04x102 
5.4 I 4.59 X 106 
5.2 
4.6 
4.4 
4.4 
1.69x 1010 
1.87x 109 
7.13X 107 
1.95X 102 
4.32 
6..66 
10.23 
9.27 
7.85 
2.29 
7.2 
5.5 
5.1 
4.6 
4.4 
4.4 
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大腸菌と B.M. M.との混合培養中のB.M. M. 
時 
間
1 
菌 数 pH 数 ~I 菌 3 菌 平 均菌 数|対数| pH 
vor 
6 
12 
24 
48 
72 
5.13x 104 
1.98x 105 
2.05X 105 
3.13x 105 
7.62x106 
2.20x 106 
7.2 
5.6 
5.2 
4.6 
4.4 
4.4 
4.87X 104 7.2 6.39x 104 
1.40X 105 5.6 3.18X 105 
1.66X 10fi 5.0 3.01 X 105 
1.81 X 105 4.6 9.45X 105 
3.62X 105 4.4 3.76x 106 
4.50x 105 4.4 7.98X 106 
7.2 5.46X 10'1 
5.4 2.18X 105 
5.2 2.24x 105 
4.6 4;79 x 105 
4.4 3.91 X 106 
4.4 3.54x 106 
4.73 7.2 
5.33 5.5 
5.35 5.1 
5.68 4.6 
6.59 4.4 
6.55 4.4 
第 24表 An菌 (An)と大腸菌 (C) 認められると云ってし、るが，著者の検索では畑虫症
より鈎虫症がより高率を示した。これは地域的並び
logl生菌数 に集卵法〈浮説法を用いた〉によるものであろう。
12 
然し 2種類以上の虫卵が混在する場合，使の性状が
11 
便秘に傾く場合に多く An菌発見される事等は，高
頭が An菌保菌者は腸内腐敗が著るしし、と，叉浜
田が腸内に腐敗細菌の増殖を確認し悪息のある事 
-5すM単独 を報告している事と一致し，腸管内に An菌が保菌 
CM中M され易い特別の状態が素因としてある様に思えた。 
4・4 更に著者は An菌保菌者の臨床症状を検索するに， 
An菌保菌者は毎常発病するものに非ず何等か誘因 l
が加わる事により時に発病すと松川等の報告に一致
3 
したが，著者の検ベた例数で、はかなり重症疾患，複
C中¥CM.2 
雑せる疾病より検出を見た。即ち An菌保菌者は他
の色々の疾病に擢患し易く発病し易い状態にあると
vor 6 12 24 48 '12時間 も云える。 
2) 著者が検出した An菌はその生物学的性状を
第 7章者 察 2~3 除いては殆んど B. M. M.と一致している。 
1) 張が始めて糞便 An症を発表し，次いで An 免疫学的性状も 2....3を除いては殆んど同様の傾向
症及び菌保菌者は新潟，神戸，東京，大阪等にて夫 を示しているので，大体 B.M. M.と同ーの抗原
々検出され発表された。成績を総括すると地域的 から成立してし、ると忠われ， B. K. A.とは明らか
に差はあるが An菌保菌者は大略 10%となってし、 に異なっている事からも B.M. M.類属性 An菌
る。 であろうと忠われる。 2~3 の具った性状を示した
著者は臨床的に異常を訴える者より An菌保菌者 菌株はその後v.B1を分解しなくなったので，An 
を検索した結果， 13.1%と云うやふ高率の保菌率を 菌ではなく異種雑菌が混入していたものと思われ
示した。叉一年間に通じて季節的並に臨床的に v. る。 
B1欠乏症状との関係を検討してみた結果，村田等 め細菌の拾抗現象の分析は複雑な因子を考慮せ
は An菌保菌者は季節的に愛動Lた。即ち夏季に多 ねばならず，試験管内実験に於てさえも培養の条
く冬季に少い (5.6--18.6%)と報告されているが， 件，培地の種類，使用菌株等数多くの条件により異
著者の検索の結果は精夏季に多L 、程度 (11.0~19.1 るべきであろうが，著者はなるべく単純な条件で上 
9ので大した愛動はなかったが，夏季に於ては An 述の如き実験を実施した。結論として起始 pH7.2 
菌保菌者に v.B1欠乏症状，所謂脚気症状を呈する の2%葡萄糖加肝片プイヨシ中著用の使用菌株で
もの急激に増大した。即ち An菌保菌者は季節的影 は，酪酸菌>An菌， An菌〉大腸菌，と一方的増
響により閥I気に擢患し易い状態にあると云える。叉 殖抑制に， I嘗酸樗菌>An菌，と!嘗酸惇菌優位の拍
藤宮が腸管内寄生虫症特に蜘虫症に An症が高率に 抗現象を， 腸球菌 =An菌と何等関係ない結果を
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得た。即ち酪酸菌及び曙酸J惇菌は An菌の発育を抑 酸菌及び酪酸菌によって腸内腐敗の抑制のみなら
制した。之は両菌が An菌発育に必要な栄養素が ず，細菌相互の桔抗作用によってと An菌の増殖を 
An菌に比して遥かに強力に要求獲得し，且つ新陳 抑制し， An菌保菌の素因及び原因を除去し得るも
代謝産物が pH等に影響して An菌に直接発育抑 のとJ思う。即ち脚気の治療のみならず， An菌保
制するものと思われる。浜田等はピオプエルミンを 菌者，即ち潜在性 v.B1欠乏症の根治に貢献し得
用いて腸内腐敗菌の増殖を抑制して整腸し，An菌 るものと思惟される。
の存在に必要な素因を除く事を試みたが，著者は乳
第 8章総 括
著者は循環器系及び消化器系疾忠の症状を訴える者より An菌保菌者を検べ，且つ臨床的に
「脚気様症状があるJと見倣されるものを区別して， An保菌者と脚気に就て検討し， 更に検
出した An菌に就て生物学的，免疫血j古学的性状の検査を行なった。更に各種腸内菌の An菌
に対する拾抗作用を試験管内に於て検討した。その主なる結果は次の通りで、あった。 
1) 人糞便 685例中 An菌保菌者は 90例であった (13.1%)， その内臨床的に脚気と見倣さ
れるもの 255例中 54例 (21.2μ)，共の他のもの 403例中 36例 (8.9μ)であった。叉夏期に
於て An菌保菌者は脚気を起し易かった。 
2) An菌保菌者の腸内寄生虫slj保有率は，. 11fti 1虫 18.2 1}~， 鈎虫 2 1.9% ， 東洋毛様線虫 20.0μ
であり，二種類以上混在するものに於て 37.8μ の高率を示した。 
3) An菌保菌者は比較的便秘症の糞便中より多く検出された。 
4) An菌保菌者と疾病との関係は，持:に著明なる関係は見受けられなかったが，便秘症及
び重篤なる胃腸障碍を訴えるもの，及び多少貧血を訴えるものに比較的多く見られた。殊に鈎
虫性貧血のもので貧血が高度になるに従って An菌保菌率も増大する傾向に思えた。 
5) 抗生物質使用中のもの、糞便よりは， An菌は証明されなかった。 
6) 検出した An菌株は，生物学的並に免疫血清学的性状に於て， if:んど B.M.M.と相同
であった。 
7) 腸内菌の An菌に対する試験管内拾抗作用を見るに，酪酸菌及び暗酸梓菌は An菌の増
殖を抑制するも，腸球菌及び大腸菌はむしろ去1]って菌 An~こより発育を阻止されたO
気症，便秘症，貧血症及び腸内寄生虫卵保有者の糞便中に比1菌は肱An以上の成績より旬 
較的多く見られ，これが An菌保菌者の素因の一つに関連していると考えられるO 叉 An保菌
者は夏期に於て脚気誘発因子が加わる事により， 脚気を起し易い素因を得ているとも言い得
るO 向 An菌保菌者は酪酸菌， 暗酸梓菌， の投与により， 予防乃至治療の可能性が推定され
るO
稿を終るに臨み，終始御懇切なる御指導と御校関を賜?わりたる恩師谷Jl教授に衷心より感謝の
意を表L，併せて田被助教授，藤原講師始め教室員各{立の御援助を深謝する。
文 献。Hennessy: J. amer. chem. Soc.，61，179. 2) Hennessy: Industr. a. engin. chem. Ana-
1939. 1yt.，Ed. 13，216，1941. 
第 1号 千葉医学会雑誌 -27ー  
3) Bergey: .Manual of Determinative Bact-
eriology，Ed. 6，1948. 

4) MicheIson，Condi宜.Keys: J.biol.Che-
m.. 660，361，1945. 

5) Bargar，G.，Bargal，F.，Todd，A.R.: Ne-
ture，136，259，1935. 

6) Fujiwara，M.，Matsui，K.: An. chen.，25， 

810，1953. 

7)西尾，藤原，喜田:医学と生物学 13，2，1948. 

8) 西尾，藤原，喜田:ピタミ~ 1，5，1948. 1，6， 

1949. 

9)藤田: どタミ yの化学的定量法
 
10)藤田: 化学の研究 7，1951. 

11)田代: 生化学 23，4，1952. 

12) 張: ピタミシ 2，4--5，1950. 

13)藤宮，三沢: ピタミシ 3， 4，，-，5--6， 1950，，-， 

1951. 

14)木村，林，中山: ピタミ~ 3，6，1951. 

15)掘11: ピタミン 4，2，1951. 

1.195，3，4松川，三沢: ピタミン16)

17)木村，青山，摩: ピタミシム 4，1951. 5，1， 
1952，6，5，1953. 6，2，1953. 

18)谷]11: 臨床医学 19，7，sB6. 

19)掘井:千葉医会誌 12，12，昭9.
 
20)竹田:千葉医会誌 19，6，RHI6. 

21)藤倉:千葉医会誌 27，2，1951. 

22)坂本:千葉医会誌 21，3，1952. 

23)高頭: ビタミシ 5，4~5， 1952. 

24) 5兵田: ピタミシ 6，6，1953. 7，1，1954. 

25)キサ田: ピタミン 5，5，1952. 

26)藤田，能勢，倉谷: ピタミン 6，2，1953. 

27)埠田，中沢，中谷:ピタミシ 6，3"-'4-~5 ， 1953. 

28)松井: ピタミシ 6，1，1953. 

h 
29)安田: ピタミ γ6，1，1953. 

30) V. B綜合研究委員会シンポジニウム記事: ピ

タミシ 5，3，1952. 

31)藤田，能勢，田代，繋田，張， -沢，藤宮，松川，掘
川，小林，佐伯，村田，木村，渡辺，沢田，高頭，池
畑，寺田，阿部: V. B研究委員会記事 ピタミ
ユ/
 
32)白木ピタミシ学会論議記事: ビタミシ 5，4. 

1952. 

33)藤田: ピタミジ 7，1，1954. 

34)池畑，宮本: ピタミン 7，1，1954. 

35)抜本: ビタミシ 7，4，195it 

36)河内，笠原: ピタミ~ 7，5，1954. 

37) 11上: ピタミシ 8，3，1954. 

38)長谷川: ビタミン 8，6，1945. 

39) 桂: ピタミシ 7，8，1953; 

40)新谷: ビタミン 8，5，1954. 

41)三浦，藤原，松井，渡辺:第 39回 V.B総合研究

委員会，ピタミシ 3，230，.1950. 

42)藤田，能勢，岡本:第 43回 V.B総合研究委員

会，ピタミ~ 4，138，1950. 

43)谷HI: 千葉大学腐敗研究所報告 1，7，1948. 

44)相磯，畠中，金田:千葉大学腐敗研究所報告 L
 
19480 

45)本橋: 千葉大学腐敗研究所報告 1950. 

46)柳沢:千葉医会誌 11，6，1933. 

47)柳沢:千葉医会誌 13，6，1935. 

48)吉岡:千葉医会誌 21，.3，1943. 

49)梅沢: 拾抗徴生物の化学 1949. 

50)矢吹: 日児会誌 58，10，，-， 11，1954. 

51)学術研究会議 ピタミシ B研究特別委員会編 

纂: ピタミ~ B1 RH 23. 

